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鏡像の祖国
－アルゼンチンの日系人たち－

田島さゆり写真展

　1932年に建築されたカフェを、父から受け継ぎ経営している。カフェの建物は、サ
ンタフェ市の有形文化財に登録されている。戦前のカフェには、男性は正装してやっ
て来たものだと、当時の話を聞かせてくれた。

比嘉アメリア（75歳 二世）　
サンタフェ在住

Amelia Higa ※田島さゆり写真展より。年齢は2015年撮影当時
    （中面に続く）







  アルゼンチンへの
  日本人移住
　アルゼンチンへは、戦前、約5,400
人が移住しました。その多くは呼び
寄せ移民や、ブラジルやペルーなど
の近隣諸国からの転住者でした。最
初は農園や工場、食堂、洗濯屋の下
働きをしていましたが、その後独立す
る者が増え、1940年頃にはクリーニ
ング業や野菜栽培、観賞用の花や観
葉植物の栽培を主な職業とする日系
人が数多くいました。これは、アルゼ
ンチン日系社会の特徴のひとつです。
　戦後の移住は、1948年、沖縄出身
者による親族呼び寄せ移民に始まり
ました。1952年の平和条約締結に
よって国交が回復すると、両国政府
間協定による移住も行われるように
なり、戦後は、約12,000人が移住し
ました。
　約7割が沖縄出身者であるという
ことも、アルゼンチン日系社会の大き
な特徴です。人口約4,000万人のア
ルゼンチンにおいて、およそ23,000
人の日系人が暮らしています。

飯田定子（78歳 一世）その家族　ガルアペ在住
　定子さんの夫が移住を決意したため、家族そろってミシオネス州に入植。会社員をやめて
同行した長男の竜介さんはこの地で結婚した。移住したときに、家族で力を合わせて建て
た、思い出のたくさん詰まった旧宅にいまも住んでいる。日本から持ってきた、いまだ現役の
1961年製のジープが家族のトレードマーク。

　当資料館の常設展示室の中央には、移住者が海外へ渡る時に
持っていった品を展示している「移民の七つ道具」のコーナーがあ
ります。その中に、飯田さんから寄贈いただいた化粧水のビンやお
しろいの缶が入ったトランクが展示されています。

※田島さゆり写真展より。年齢は2005年撮影当時

Sadako Iida

José Kiyoshi Kushinakajyo

　クリーニング業は、まとまった資金がなく言葉が不自由でも出来る仕事で、さらに日本人
の手先の器用さに適していたので、初期の頃から日本人移住者に人気の職業でした。その
きめ細やかな仕事ぶりはアルゼンチン社会において信頼を築き、スペイン語で洗濯店を意
味する「ティントレリア」という言葉が、日本人の代名詞として使われるほど、日系社会の中
心的な職業でした。

　戦前、アルゼンチンには日本人が経営するカフェ（喫茶
店）がたくさんありました。その多くは、「カフェ・ハポネス（日
本人）」「カフェ東京」「カフェ横浜」など、日本の地名や日本
人による店であることを掲げた名前でした。1924年頃、日
本人経営のカフェはアルゼンチン全土で60以上あり、珈琲
店同業組合が結成されました。
　表紙に掲載の比嘉さんのお店は、日系人が経営する歴史
のあるカフェとして有名です。お
店の名前は「Café Tokio Norte」
（カフェ東京北店）。店内にはビ
リヤード台が置かれ、テーブル
やランプシェード、床のタイルの
模様など、当時の趣がそのまま
残っています。

後仲門ホセ清（75歳 二世）　ルハン在住
　アルゼンチンのカトリック教会の総本山があるルハンでクリーニング店を営む。1967
年にルハンを洪水が襲った際、父の清松さんが、無償で歴史博物館の収蔵物のクリーニ
ングを行い表彰された。このときホセ清さんも作業を分担している。息子のガブリエルさ
んは、柔術で世界一になったこともある武道家でもある。

※田島さゆり写真展より。年齢は2015年撮影当時
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海外移住資料館や海外移住にまつわるさまざまな情報をお届けするコーナーです。

リオデジャネイロオリンピック 聖火トーチ公開！！
除幕式、特別講演会を開催

　リオデジャネイロオリンピックの聖火ランナーとして、7月24日にサンパ
ウロで聖火リレーに参加した日系二世の小川彰夫さんから当資料館に聖
火トーチを寄贈いただき、8月12日に除幕式、9月25日に特別講演会を開
催しました。
　除幕式には、駐日ブラジル大使館からフェルナンド・ペルジガォン経済
協力担当部長も出席しました。
　小川さんは、日本文化に関する百科事典の機能をもつ「日系ペディア」
や、日系団体の活動やイベントを紹介するサイトを運営し、ブラジル社会に
日系社会を広く紹介しています。聖火ランナーには、公式協賛社である日
産自動車の推薦で選ばれました。
　講演会では、日本の文化や日本語を日系人が次の世代に継承していくこ
との重要性について「自分は日系人であることをとても誇りに思っています。
日本の礼儀や良き習慣がブラジル社会に良い影響を与えています」と語り
ました。講演後、朝熊由美子当資料館館長からトーチ寄贈に対する感謝状が贈られました。

　8月の夏休み中、リオデジャネイロのシンボル「コルコバードのキリスト像」の
写真を背景に、トーチを手に記念撮影できるイベントも開催しました。トーチの
高さは約70センチで重さは1.4キロ。トーチ上部には一部分黄色く変色したと

ころがあり、聖火がともってい
たことを実感できます。撮影会
に参加した人たちは「思った
以上に重たかった」「実際に使
われた聖火トーチだと思うと
ドキドキした」と感想を寄せて
くれました。

ペルー日本人移民のデータベース
Pioneros Ver.2.0開通式
　ペルー日本人移民のデータベース「Pioneros」バージョン2.0
の開通式が7月26日、ペルー日系人協会ホルヘ・クニガミ会長、
赤嶺貴子国内外関係部長、慶應義塾大学柳田利夫教授（海外
移住資料館学術委員）、海外日系人協会田中克之理事長が出席
して行われました。
　本データベースは2013年に公開。氏名、出身都道府県、船
名、ペルー到着日、配耕地などで検索できる画期的なシステムで
す。今回、バージョン2.0の開通により、戦前、ペルーに契約移民
で渡った18,727人のデータに自由移民で渡った2,348人分の
データが追加され、さらに検索領域が広がりました。
http://www.jomm.jp/dnp_peru/entrance.html

大好評！！子どもアドベンチャー
「ミニ資料館を作ろう！」
　横浜市と市教育委員会が主催する「子どもアドベンチャー
2016」が8月17、18日に行われ、当資料館では昨年に引き続き、大
好評企画「ミニ資料館を作ろう！」を行いました。
　当日は、小学4年生から6年生までの5人が参加し、実物資料の
中から自分で資料を選び、解説文を考え、写真を撮影し、パネルを
作って展示するまでの作業を体験。最後に、調べたことについて発
表しました。
　参加した小学生は「知らないことを調べて、パネルにするまでの
作業が楽しかった」「普段は見ることのできない資料館の裏側を
知ることができて、とてもわくわくした」と感想を述べていました。

「ミニ資料館」の前で左から赤嶺部長、クニガミ会長、朝熊館長、柳田教授、田中理事長

声援にこたえながら力走する小川さん（共同通信社撮影）

トーチを手にする小川さんを囲んで 除幕式に出席したペルジガォン部長（右）と関係者
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JICA横浜 
海外移住資料館

●開館時間
●休  館  日

●入  館  料

10：00～18：00（入館は17：30まで）
月曜日（月曜日が祝祭日の場合は翌日）
年末年始
無料

　 みなとみらい線

「馬車道」駅（4番出口）から徒歩約8分
 「みなとみらい」駅（クイーンズスクエア方面改札）から徒歩約15分

　JR線・市営地下鉄

「桜木町」駅から（汽車道→ワールドポーターズ→サークルウォーク）
徒歩約15分
 　 

アクセス　

海外各地で移住者・日系人のために発行

されている邦字新聞より、気になるトピッ

クをピックアップしてご紹介します。

海外の
邦字新聞より

World NIKKEI News

海外の
邦字新聞より

2016年9月15日

祝 パラグアイ日本人移住80周年
眞子内親王殿下ご来訪

日系ジャーナルの紙面より

　パラグアイ日本人移住80周年の記念式典が9日、ルケ市の南米サッ
カー連盟コメボールで開催された。日本を代表して眞子内親王殿下、パ
ラグアイ政府からはオラシオ・カルテス大統領が出席された。(中略)
　はじめに両国の国歌が斉唱されたあと、眞子さまがあいさつし、「80年
に及ぶ日本人移住者と日系社会の歴史を改めて振り返り、長い旅を経て、
日本から移住された方々が、数多くの困難を、勤勉に誠実に乗り越えてこ
られたことに、思いをはせております」と述べられた。そして「パラグアイ
の発展に貢献されると共に、日本パラグアイ両国の、友好の架け橋となっ
てこられた、移住者とその子孫の皆様に、心より敬意を表します」とお言
葉を述べられた。
　眞子さまがカルテス大統領と笑顔で握手を交わされると、会場からは
大きな拍手が送られた。
　続いて挨拶に立ったカルテス大統領は、1936年に11家族81人による
日本人の移住が始まって以来80年、日系人は農業、商業、工業などの各分
野で活躍しており、日本からも多くの企業が進出している、と述べ、日本政
府の支援を受けて、イタプア県やアルトパラナ県も一大農業地帯として発
展を遂げたことに感謝を示した。最後に「近年、パラグアイと日本の関係
はより近く親しくなっており、パラグアイは官民あげて、日本人を心から歓
迎します」と語った。（後略）

　パラグアイ日本人移住80年を記念する式典が、9月9日にパラグアイの首都アスンシオン近郊で、眞子内親王殿
下、パラグアイのカルテス大統領ら国内外からおよそ900人が出席して盛大に執り行われました。当資料館からも
朝熊由美子館長が出席しました。式典の模様を日系ジャーナル（本社：パラグアイ・アスンシオン）が伝えています。

期間
2016.10.1(土)ー2017.1.9(月祝)

パラグアイ移住80周年展
―未来に続く国際協力のカタチ―

教師海外研修レポート展
―先生たちが見て感じたブラジル2016―

J I C A 横 浜 で 同 時 開 催
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